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 日本原水協国連要請代表団が10月12日、アンゲラ・ケイン軍縮問題担当上級代表を訪問した様子が軍縮局の

ホームページに掲載されています（http://www.un.org/disarmament/update/20121012/）。以下、日本語訳を紹介

します。 

 原水爆禁止日本協議会原水爆禁止日本協議会原水爆禁止日本協議会原水爆禁止日本協議会（（（（原水協原水協原水協原水協）、）、）、）、国連軍縮問題上級代表国連軍縮問題上級代表国連軍縮問題上級代表国連軍縮問題上級代表をををを訪問訪問訪問訪問    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケイン上級代表に「核兵器全面禁止のアピール」署名

目録を手渡す原水協代表団 

2012年8月に開かれた原水爆禁止世界大会での写真を

ケイン上級代表に渡す土田弥生さん 
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2012年10月12日（国連軍縮課）— 昨

日、7名からなる原水爆禁止日本協議

会（原水協）の代表団がニューヨーク

の国連軍縮課を訪問し、アンゲラ・ケ

イン軍縮問題上級代表に「核兵器全面

禁止のアピール」署名の目録を手渡し

ました。 

核兵器の全面禁止を求めるこの署

名運動は、2011年2月に開始されました。同年3月11日には、大震災と津波が日本を襲いましたが、署名運動

は被災地を含む日本全国で続けられました。今年10月時点で、日本国内では737人の地方自治体首長・副首長、

議会議長・副議長を含む210万人を超える人々の署名が集まっています。 

代表団との懇談の中でケイン上級代表は、軍縮の諸目標の促進と達成、そして具体的な成果に必要な政治的意

思の維持のために、市民社会が非常に重要な役割を果たしていることを強調しました。上級代表はまた原水協代

表団に対し、毎年はるばる国連まで足を運んでくれていることに感謝を表明しました。原水協代表団は、軍縮問

題が討議される第一委員会に出席するためにニューヨークに派遣され、核兵器廃絶を求める決議の採択を促進す

るために、加盟国政府代表団と対話を行っています。 

原水協代表団との懇談の席上、ケイン上級代表は、最近開始されたマルチメディアウェブサイトの「ヒロシマ・

ナガサキ・ダウンロード」について説明しました。これはアメリカ大陸に移住した被爆者の証言を中心としたも

のです。ウェブサイトは国連の6つの公用語で見ることができ、ドイツ語、イタリア語、朝鮮語、ポルトガル語

への翻訳も進行中です。上級代表はまた、国連平和アートコンテストの13歳～17歳部門での入選者2名はどち

らも日本人だったこと、全ての入賞者の作品は国連カレンダーに収録されていることも紹介しました。また、代

表団に国連本部のロビーで開催中の「世界には兵器がありすぎ、平和には資金が足りなすぎる」と題した展示を

見ていって欲しいと述べました。 

原水協は1955年9月19日に日本で結成されました。青年、女性、労働、医療など60の全国団体が加盟して

いる協議体で、構成員数の総計は250万人。日本の47都道府県に県原水協と市町村原水協があります。日本原

水協は2012年に国連社会経済理事会（ECOSOC）との協議資格を認められました。 
 

                  

 

 

 

国連平和アートコンテスト入賞作品を収録した2013年カレ

ンダーを紹介するケイン上級代表  

取り組みを説明する原水協代表 


